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主要事業について

平成29年度各会計歳入歳出決算額
収入済額 支出済額 差引残高

一般会計 80億2,226万7千円 70億4,208万9千円 9億8,017万8千円

特
別
会
計

国民健康保険事業会計 16億8,997万8千円 16億4,146万1千円 4,851万7千円
介護保険事業会計 16億5,119万5千円 14億1,071万2千円 2億4,048万3千円
特別養護老人ホーム事業会計 5億1,674万5千円 4億8,198万円 3,476万5千円
簡易水道事業会計 9,513万9千円 8,596万2千円 917万7千円
下水道事業会計 8,597万3千円 8,161万7千円 435万6千円
特定地域生活排水処理事業会計 9,745万9千円 9,728万8千円 17万1千円
春富財産区特別会計 106万8千円 11万9千円 94万9千円
後期高齢者医療事業会計 1億5,477万円 1億5,115万4千円 361万6千円

計 123億1459万4千円 109億9,238万2千円 13億2,221万2千円

公
営
企

業
会
計

病院事業会計（収益的収支） 8億4,538万7千円 8億7,337万4千円 △2,798万7千円

病院事業会計
（資本的収支）

歳入 7,287万3千円
△2817万3千円

歳出 1億104万6千円
※金額は端数処理をしているため、合計が合わない場合があります。
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11.3％
土木費

763,766千円
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13.7％

繰越金
984,837千円
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定住サポート	 3,792万円
新婚さん定住促進奨励････････････････････ 255万円
移住促進事業････････････････････････････････ 199万円
路線バスの維持補助････････････････････ 3,338万円

育児サポート	 1億8,048万円
出生祝い金････････････････････････････････ 1,300万円
子ども医療費助成･･･････････････････････ 3,837万円
児童手当･･････････････････････････････ 1億2,911万円

有害鳥獣対策	 504万円
有害鳥獣の駆除･････････････････････････････ 343万円
防護柵設置･･･････････････････････････････････ 161万円

交通安全対策	 1億4,536万円
ガードレール・カーブミラーの設置･･ 552万円
町道の維持管理と補修･････････････････ 2,092万円
町道改良･･････････････････････････････ 1億1,892万円

道路整備	 2億8,673万円
江田高野線･･･････････････････････････ 1億1,064万円
内田吹野線････････････････････････････････ 4,068万円
西光寺中林線････････････････････････ 1億1,574万円
防火水槽の設置や修繕･････････････････ 1,967万円

ごみの処理費	 2億964万円
家庭ごみの処理費･･･････････････････････ 2,794万円
共同ごみ処理施設運営負担金･･･ 1億8,170万円

観光施設の維持管理	 1,927万円
ロマン館･･････････････････････････････････････ 408万円
三加和温泉･･･････････････････････････････････ 482万円
民家村･････････････････････････････････････････ 812万円
きくすい道の駅･････････････････････････････ 225万円

観光イベント	 1,773万円
古墳祭･････････････････････････････････････････ 550万円
国衆まつり･･･････････････････････････････････ 450万円
山太郎祭･･････････････････････････････････････ 237万円
大河ドラマいだてん活用した和水町のPR事業 
　　　･････････････････････････････････････････ 536万円

国民健康保険事業
特定健診と保健指導････････････････････ 1,561万円

介護保険事業
在宅サービス････････････････････････ 4億5,004万円

（要介護者685人。延べ131,429人が利用）
グループホーム等の介護施設サービス 
　　　････････････････････････････････････ 1億471万円
老人保健施設等の介護施設サービス 
　　　･････････････････････････････････ 5億4,082万円

ⅰ	 財政力指数　0.23
	 （昨年比±０）

　予算のうち、どれ位を自前の税収などで賄
えているかを表します。この数値が高いほど
財政力が強いことを示します。

ⅱ	 経常収支比率　87.9％
	 （昨年比▽2.5）

　人件費、維持補修費、補助金、公債費（借
金返済）などの固定費の割合。この数値が低
いほど政策的な事業に使えるお金が多くなり
ます。

ⅲ	 実質公債費比率　7.9％
	 （昨年比▼0.8）

　一般会計が負担する公債費（借金返済）の
割合。この数値が高いほど他の事業に充てる
財源が圧迫されることになります。この数値
が18％に達すると起債（借金）は、国の許
可制となります。

　玉名郡内の町と比較すると、和水町は財政力指
数は低い（自主財源が少ない）ものの、経常収支
比率は良好な（固定費の支出が少ない）傾向にあ
ります。

H29年度
財政力
指数

経常
収支比率
（％）

実質
公債費比率

（％）

和水町 0.23 87.9 7.9

玉東町 0.29 92.9 5.0

南関町 0.38 93.3 8.0

長洲町 0.54 94.9 10.7
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85億4,584万2千円に増額総
額

平成30年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成30年

９月
3億9,291万6千円を追加!!

　平成30年第３回定例会が、９月７日から14日までの会期で開かれ、７日、10日

に行われた一般質問には７名の議員が登壇し、活発な議論が交わされた。

　今回、平成29年度の決算審査は議会の各常任委員会で行われた。

○平成30年度９月補正主要事業

1、学童保育施設建築に伴う設計業務委託料･･････････････････････････････････････････ 950万円

2、大河ドラマ「いだてん」和水町推進協議会負担金･･････････････････････････6,812万円

3、農地等災害復旧費（田4件、農道2件、水路4件）･･････････････････････････5,500万円

4、公共土木施設災害復旧費（道路9件、河川13件）･････････････････････1億8,640万円

一般会計・特別会計補正予算

会　計　名 追加額 歳入歳出予算総額

国民健康保険事業会計 6万2千円 14億6,256万7千円

介護保険事業会計 82万7千円 15億2,185万5千円

特別養護老人ホーム事業会計 84万円 4億9,968万7千円

下水道事業会計 27万1千円 6,520万8千円

後期高齢者医療事業会計 5万円 1億6,272万3千円

病院事業会計（収益的のみ） 898万円 8億8,132万7千円

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第51号 条例
和水町金栗四三生家記念館の設置及び管理に関する条例の制定に
ついて

原案可決

議案第52号 補正予算 平成30年度　和水町一般会計補正予算（第5号） 〃

議案第53号 補正予算 平成30年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第54号 補正予算 平成30年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第1号） 〃

議案第55号 補正予算 平成30年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第56号 補正予算 平成30年度　和水町下水道事業会計補正予算（第1号） 〃

議案第57号 補正予算 平成30年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第1号） 〃

議案第58号 補正予算 平成30年度　和水町病院事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第59号 その他 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 〃

議案第60号 その他 工事請負契約の締結について 〃

認定第 1 号 決算 平成29年度　和水町一般会計歳入歳出決算 原案認定

認定第 2 号 決算 平成29年度　和水町国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 3 号 決算 平成29年度　和水町介護保険事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 4 号 決算 平成29年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 5 号 決算 平成29年度　和水町簡易水道事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 6 号 決算 平成29年度　和水町下水道事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 7 号 決算 平成29年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 8 号 決算 平成29年度　和水町春富財産区特別会計歳入歳出決算 〃

認定第 9 号 決算 平成29年度　和水町後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算 〃

認定第10号 決算 平成29年度　和水町病院事業会計決算 〃

同意第20号 人事 和水町副町長の選任について 原案同意

条 例： 1件
補 正 予 算： 7件
人 事： 1件
そ の 他： 2件
決 算： 10件

計 21件

９ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果

町長提出議案一覧
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議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

その他 閉会中の継続審査について 原案決定

その他 閉会中の継続調査について（各委員会） 〃

その他 議員派遣について 〃

議員提出議案一覧

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

196
平成30年
8月27日

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書 配付

204
平成30年
8月30日

国宝江田船山古墳出土品の里帰り展実現に関する陳情書 継続審査
総務文教

常任委員会

216
平成30年
9月6日

和水町の防犯対策等における町有街路灯の設置について（要望） 継続審査
総務文教

常任委員会

218
平成30年
9月6日

街路灯の設置について（要望） 継続審査
総務文教

常任委員会

陳 情 等 の 審 査 結 果

町政の発展に貢献　～ ６名の方を表彰 ～

■人／事／案／件■
　９月定例会において、副町長の選任につい
て上程され、次のとおり同意されました。

○副町長
　松尾　栄喜さん（和水町板楠）

　松尾副町長には、長年の県職員時代に培わ
れた経験と知識を活かし、髙巢町長を支えな
がら、和水町発展のために十分に力を発揮し
ていただきますようご期待をしております。

（議長　蒲池恭一）

〜金栗翁が幼少期を過ごした
生家を公開するための条例〜

　大河ドラマ「いだてん」の放送に合わせて、金栗四三生

家記念館の設置及び管理に関する条例です。

条例の概要

①公開期間は、平成31年１月から12月までの１年間

②観覧料

③観覧時間　午前９時から午後５時

金栗四三生家記念館の
設置条例

区分 和水町民 町外個人
団体

（20人以上）

高校生以上 ２００円 ３００円 ２００円

小・中学生 １００円 ２００円 １００円

　10月２日（火）、長年町議会議員として、町政の

発展や地域振興に尽くされた６名の方の功績をたた

え、町から表彰が行われました。（荒木政士さん、

笹渕賢吾さんは都合により欠席でした）

杉村　幸敏さん
　この度、長年の議員生活に対し、町より表彰を
いただき心より感謝いたします。この賞は私に対
してではなく、長年に渡りご支援をいただいた町
民の皆様の代表としていただいた賞だと自負して
おります。これからは、一町民として町の支えに
なればと思っております。結びになりますが、和
水町のますますのご発展と町民の皆様のご健康と
ご多幸を心よりお祈りいたしております。

小山　曉さん
　この度は、表彰の栄に浴し感謝に堪えません。
合併以来今日まで、３期12年住民の代表として、
必死の思いで議会活動に専念してきました。その間、
学校統廃合問題をはじめ、議会基本条例の制定や
議員政治倫理の条例改正、更には議会報告会の開
催等町民の皆さんに信頼される議会を築くことを
目的に活動してきましたが、これも一重に町民の
皆様の温かいご支援のおかげであり、厚く御礼申
し上げます。
　長い問、たいへんお世話になりました。

笹渕　賢吾さん
　一番の思い出は、菊水地区小中学校建設問題で、
言葉使いが荒い議会が続き全国的に少ない住民投票
が実施され、町民が町政を前進させる歴史を作った
ことだ。今回、表彰状は有り難く頂戴するが、記念品
については辞退する。議員は町民の暮らし、福祉を
守るため活動し報酬も頂いている。今後、記念品贈
呈はやめて税金をもっと町民のために使って頂きたい。

杉本　和彰さん
　議会人として、各委員長・議長などとして町政
の枢機に参画できましたことは、無上の喜びであ
ります。これらの要職を任せられましたことは、
感謝と喜びに耐えません。そして、充実した議員
活動を送れましたのは、皆様のご支援ご鞭撻があ
ってのことと、衷心より御礼申し上げ、今後の町
発展を祈念し御礼といたします。

荒木　政士さん
　このたびの功労者表彰につきましては、身に余
る光栄であり厚く御礼申し上げます。
　合併と同時に、地域住民の皆様より議会に送り
出していただき、３期12年の議会活動の中で、い
ろんな経験をさせていただき、今思うことは、学
校統廃合に翻弄された議員活動であったのかと反
省もあります。
　今、和水町は、明るいニュースもあります。今
後の町の活性化、発展を心よりお祈り申し上げます。

荒木　拓馬さん
　私は、旧三加和町の時代に２期、合併してから３期、
19年余りの議員生活を過ごさせていただきました。
旧三加和町の時は、肥後元気村の件、和水町になっ
てからは菊水地区の学校統合問題があり、どうしても
議会で大もめした事案がいちばん思い出すところであ
ります。政争の様相が強くなると町の発展にプラスに
なることは少ないように感じます。今後、町長、職員、
議員諸氏の奮闘に期待し、御礼の言葉といたします。
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副
議
長
　
森
　
潤
一
郎

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る

八
女
市
と
の
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
、
9
月

22
日
総
勢
17
名
で
八

女
市
へ
出
向
き
視
察
研

修
と
文
化
交
流
を
実

施
し
た
。

　

八
女
市
は
、
合
併
に

よ
り
福
岡
県
有
数
の
大
き
な
市
と
な
り
、
八

女
エ
リ
ア
、
立
花
、
黒
木
、
矢
部
、
星
野
、
上
陽

の
六
つ
の
エ
リ
ア
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
み

ご
と
な
棚
田
や
き
れ
い
な
お
茶
畑
の
残
る
豊

か
な
自
然
と
、
九
州
最
大
の
豪
族
筑
紫
君
磐

井
氏
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
八
女
市
を
た
ず

ね
て
味
わ
い
深
い
研
修
が
で
き
た
。

　

ま
た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八

女
福
島
の
燈
籠
人
形
」
か
ら
く
り
人
形
公
演

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

　

昼
食
は
、べ
ん
が
ら
村
に
て
八
女
市
の
副
市

長
は
じ
め
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

同
じ
古
墳
の
町
同
志
と
し
て
今
後
も
お
互

い
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、つ
な
が
り
を
強
め

て
い
く
必
要
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

厚
生
建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
８
月

７
・
８
日
に
鹿
児
島
県
志
布
志
市
曽
於
地
区

森
林
組
合
と
鹿
児
島
市
維
新
ふ
る
さ
と
館
、

西
郷
ど
ん
大
河
ド
ラ
マ
館
の
視
察
研
修
を
行

っ
た
。

　

曽
於
地
区
森
林
組
合
に
お
い
て
は
、
戦
後

植
え
ら
れ
た
人
工
林
が
伐
採
期
を
迎
え
、
木

材
生
産
量
が
増
加
、
国
は
木
材
自
給
率
50
％

を
掲
げ
た
が
、
現
状
は
少
子
高
齢
化
、
住
宅

着
工
戸
数
の
減
少
か
ら
ど
こ
に
需
要
先
を
求

め
る
か
が
課
題
で
あ
り
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
海
外
輸
出
に
活
路
を

見
い
出
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
に
相
手
国
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
鹿
児
島
、

宮
崎
の
森
林
組
合
に
よ
る
木
材
輸

出
戦
略
協
議
会
を
設
立
し
、
初
め
て

県
境
を
越
え
た
森
林
組
合
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
国
内
で

需
要
の
少
な
い
大
径
材
や
低
質
材

の
輸
出
を
志
布
志
港
か
ら
よ
り
利

便
性
の
高
い
東
ア
ジ
ア
へ
開
始
さ

れ
た
。

　

現
在
、
輸
出
先
は
韓
国
、
中
国
で

あ
り
、
韓
国
で
は
家
具
の
材
料
に
使

わ
れ
て
い
て
、
特
に
ヒ
ノ
キ
は
、
喘

息
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
の
原
因
で
あ
る
ダ
ニ
の

排
除
に
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
も
需
要
が
高

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
研
修
先
と
は
地
域
性

な
ど
諸
条
件
は
相
違
す
る
も
の
の
、
我
が
町

に
お
い
て
も
森
林
面
積
52
％
と
町
全
体
の
半

分
以
上
を
占
め
、
伐
採
時
期
を
迎
え
る
山
林

も
多
く
、
存
在
す
る
地
域
の
木
材
生
産
を
通

じ
た
適
切
な
森
林
整
備
と
計
画
的
な
伐
採
の

推
進
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

次
に
、
維
新
ふ
る
さ
と
館
、
西
郷
ど
ん
館

を
視
察
す
る
。
西
郷
ど
ん
館
の
一
日
平
均
来

館
者
数
は
７
０
０
名
と
の
こ
と
。
展
示
内
容

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
充
実
し
、
集
客
が
図

ら
れ
て
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
ド
ラ
マ
館
で
な
く
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
、
展
示
品
等
に
も
制
限

が
あ
り
比
較
は
で
き
な
い
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
生
家
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
重
要
で
あ
り
、

玉
名
市
の
ド
ラ
マ
館
に
な
い
魅
力
を
継
続
的

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ

る
。

　

７
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、

大
分
県
速
見
郡
日
出
町
、
㈱
地
域
科
学
研
究

所
、
福
岡
県
八
女
市
の
３
カ
所
で
、
視
察
研

修
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
日
出
町
で
は
、
日
出
町
図
書
館
を

官
と
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で
事
業
を
行

う
民
設
公
営
を
導
入
し
、
商

業
施
設
と
の
複
合
化
を
図
り

運
用
し
て
い
る
事
例
の
研
修

を
行
っ
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
２
階
部
分
を
、

リ
ー
ス
会
社
と
20
年
の
賃
貸

契
約
を
結
び
、
商
業
施
設
の

一
部
と
し
て
図
書
館
を
設
置

し
た
こ
と
か
ら
、
利
用
者
や

本
の
貸
出
数
は
伸
び
て
お
り
、

住
民
福
祉
の
面
か
ら
み
れ
ば

一
定
の
効
果
は
み
ら
れ
る
も

の
の
、
図
書
館
を
は
じ
め
公

共
部
分
の
管
理
・
運
営
に
係

る
、
日
出
町
が
支
払
う
年
間

総
費
用
は
、
１
億
３
３
４
３

万
と
高
額
で
あ
り
、
財
政
面

か
ら
考
え
る
と
、
特
に
公
共

施
設
等
の
総
合
管
理
面
で
は
、
決
し
て
本
事

業
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

今
後
、
和
水
町
に
お
い
て
も
公
共
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
う
え
で
、
費

用
対
効
果
を
中
心
と
し
て
、
施
設
の
複
合
化

に
よ
る
建
設
、
統
合
及
び
除
去
等
の
判
断
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た

研
修
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
大
分
市
内
へ
移
動
し
、
㈱
地
域
科

学
研
究
所
で
、
公
共
施
設
等
個
別
計
画
並
び

に
地
方
公
会
計
制
度
の
勉
強
会
を
行
っ
た
。

　

和
水
町
の
財
務
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
基
本

に
、
全
国
21
の
類
似
団
体
の
中
で
、
住
民
一

人
あ
た
り
の
純
資
産
額
や
負
債
額
等
に
つ
い

て
、
和
水
町
が
ど
の
位
置
に
あ
る
か
グ
ラ
フ

化
し
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
財
務
書
類
を
全
国
共
通
基
準

に
よ
り
数
値
化
し
、
比
較
す
る
こ
と
で
各
自

治
体
が
置
か
れ
て
い
る
位
置
を
明
確
に
す
る

こ
と
も
、
新
地
方
公
会
計
の
目
指
す
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　

２
日
目
は
、
福
岡
県
八
女
市
の
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
八
女
に
あ
る
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
サ

ッ
カ
ー
場
の
視
察
を
行
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
場

の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を

誘
致
し
地
域
の
経
済
効
果
を
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
国
際
基
準
の
芝
の
サ

ッ
カ
ー
場
二
面
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
サ
ッ

カ
ー
場
の
運
営
自
体
は
赤
字
で
あ
る
が
、
周

辺
施
設
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
を
作
っ
て

お
り
、
総
体
的
に
は
黒
字
経
営
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
視
察
予
定
に
は
入
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、『
大
渕
小
学
校
跡
地
利
用
』
に

お
い
て
、
交
流
宿
泊
施
設
『
お
お
ぶ
ち
』
の
案

内
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

交
流
施
設
『
お
お
ぶ
ち
』
は
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
合
宿
所
の
役
割
、

イ
ベ
ン
ト
や
食
事
提
供
な
ど
を
担
い
、
地
域

住
民
の
や
る
気
次
第
で
地
域
が
活
性
化
す
る

と
い
う
成
功
事
例
の
一
つ
を
確
認
で
き
た
。

　

研
修
を
終
え
、
感
じ
た
こ
と
は
、
今
後
本

町
が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
さ
ま
ざ
ま
な
公
共

施
設
の
維
持
管
理
費
の
膨
大
化
は
、
財
政
を

圧
迫
す
る
で
あ
ろ
う
と
誰
も
が
想
像
で
き
る
。

　

我
が
町
に
と
っ
て
も
、
公
共
施
設
の
適
正

配
置
や
あ
り
方
を
進
め
る
た
め
に
何
を
残
し
、

何
を
除
去
す
る
の
か
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
戦
略
的
か
つ
具
体
的

な
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

厚
生
建
設
経
済
常
任
委
員
長
　
坂
本
　
敏
彦

総
務
文
教
常
任
委
員
長
　
池
田
　
龍
之
介

林
業
の
所
得
向
上
の
取
り
組
み
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
向
け
て
の
先
進
地
視
察
研
修

公
共
施
設
の
適
正
配
置
と

あ
り
方
に
つ
い
て
の
視
察
研
修

厚
生
建
設
経
済
視
察
研
修
報
告

八
女
市
視
察
研
修
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

志布志港にて出荷予定の木材

八女市（棚田）

地域科学研究所

八
女
市
と
の
文
化
交
流
会

（
あ
か
り
の
祭
典
）へ
参
加
し
て



問
６
月
定
例
会
で
７
項
目
の
取
り
組

み
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、
任
期
中
に
必
ず

実
現
さ
せ
た
い
の
は
何
か
。

答
（
町
長
）
子
育
て
支
援
、
教
育
の

充
実
、
定
住
化
に
向
け
た
整
備
、
福
祉

の
充
実
、
産
業
振
興
と
歴
史
と
文
化
が

色
づ
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

一
つ
一
つ
着
実
に
前
に
進
め
て
い
く
。

問
停
滞
し
た
４
年
間
と
よ
く
耳
に
し

た
が
反
省
点
な
ど
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
学
校
統
合
事
業
に
お
い
て
、

政
策
の
相
違
の
点
か
ら
事
業
が
停
滞
し

た
の
は
事
実
。
双
方
議
論
を
重
ね
て
合

意
点
を
見
出
す
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
を
心
に
刻
ん
で

前
に
一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
。

問
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）
年
２
回
の
全
国
交

通
安
全
週
間
に
合
わ
せ
て
、
町
内
13
カ

所
で
街
頭
指
導
を
実
施
。
ま
た
老
人
会

か
ら
の
要
請
に
対
し
て
交
通
安
全
の
講

習
等
を
行
っ
て
い
る
。
年
１
回
の
高
齢

者
の
集
い
の
時
に
玉
名
警
察
署
か
ら
講

話
に
来
て
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
の
推
進
、

免
許
証
の
自
主
返
納
制
度
の
仕
組
み

等
々
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
低
所
得
の
高
齢
者
が
シ
ニ
ア
カ
ー

を
購
入
で
き
る
よ
う
に
町
で
助
成
で
き

な
い
か
。

答
（
町
長
）
事
例
等
の
情
報
を
寄
せ

て
担
当
課
で
検
討
し
た
い
。

問
今
後
の
和
水
町
に
と
っ
て
、
副
町

長
の
あ
り
方
や
立
場
、
役
目
、
職
務
を

具
体
的
に
伺
う
。

答
（
町
長
）
副
町
長
を
お
く
こ
と
に

よ
っ
て
県
や
中
央
に
出
向
き
、
要
望
等

に
全
力
を
傾
け
て
い
く
。
副
町
長
に
は

内
部
、
庁
内
の
掌
握
、
ま
た
色
々
な
角

度
か
ら
職
員
一
体
と
な
っ
て
企
画
立
案
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
職
員
の

指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
。

問
町
長
の
７
つ
の
公
約
内
に
和
水
町

の
雇
用
創
出
に
つ
い
て
の
施
策
が
見
え

な
い
。
町
は
雇
用
創
出
を
諦
め
て
、
雇

用
は
他
の
町
や
市
へ
依
存
す
る
考
え
な

の
か
。

答
（
町
長
）
仕
事
は
町
外
で
し
て
、

生
活
は
和
水
町
で
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も

必
要
。
し
か
し
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば

町
内
で
仕
事
を
し
て
町
内
に
住
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
う
。

問
現
代
の
田
舎
に
住
む
若
い
世
代
は

大
変
苦
し
い
状
況
。
人
口
減
少
に
伴
い
、

結
婚
、
子
育
て
そ
し
て
年
金
制
度
等
、

将
来
の
不
安
が
募
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
町
内
に
定
住
の
希
望
が
あ
っ
て
も
、

現
状
で
は
叶
わ
な
い
人
も
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
。

答
（
町
長
）
住
宅
が
な
い
、
な
か
な

か
住
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
確
か
に
そ
う

か
も
し
れ
な
い
。
雇
用
の
場
も
厳
し
い
、

し
か
し
そ
の
為
に
は
町
で
宅
地
を
造
成

し
て
、
私
は
地
の
利
は
和
水
町
に
は
あ

る
と
思
う
。

問
金
栗
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
、
思
い
を

今
後
と
も
我
が
町
民
の
子
ど
も
た
ち
に

教
育
と
し
て
伝
え
て
ほ
し
い
。
和
水
町

の
教
育
の
中
で
金
栗
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参

加
は
で
き
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）
以
前
に
学
校
行
事
と

し
て
参
加
し
て
い
た
が
中
止
し
た
経
緯

が
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
学
校
行
事
は
し

な
い
と
の
ス
タ
ン
ス
で
教
育
委
員
会
は

や
っ
て
い
る
。
学
校
行
事
は
あ
く
ま
で

学
校
長
に
決
定
権
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
基
に
し
て
進
め
て
い
く
。
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ズバリ！聞きます

高
齢
者
対
策
が
急
務

和
水
町
副
町
長
の
選
任
と

町
の
経
済
、雇
用
状
況

そ
し
て
金
栗
先
生
の
遺
志

　

平
成
30
年
９
月
19
日
〜
21
日
ま
で
３
日
間

の
日
程
で
、
韓
国
公
州
市
の
研
修
に
伺
う
。

韓
国
公
州
市
と
は
、
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺

物
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
９
７
９
年
に

姉
妹
都
市
協
定
を
締
結
し
、
文
化
交
流
を
開

催
し
て
き
て
い
る
。
今
回
は
、
９
月
14
日
〜

22
日
ま
で
の
間
、
開
催
さ
れ
て
い
る
「
第
64

回　

百
済
文
化
祭
」
に
併
せ
て
の
訪
問
。
町

長
、
議
長
、
他
新
人
議
員
７
名
、
職
員
４
名
の

計
13
名
が
参
加
し
た
。

９
月
19
日（
１
日
目
）

福
岡
空
港
→
韓
国
仁
川

→
公
州
市
役
所
訪
問
→

市
長
主
催
夕
食
会

　

夕
食
会
で
は
、
キ
ム
・

ジ
ョ
ン
ソ
プ
市
長
を
は

じ
め
、
他
７
名
の
職
員

の
方
々
と
交
流
し
、
歓

迎
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。

９
月
20
日（
２
日
目
）

麻
谷
寺
視
察
→
宋
山
里
古
墳
群
、
武
寧
王

陵
・
博
物
館
見
学
、
公
山
城
散
策
→
議
長
主

催
夕
食
会
→
百
済
文
化
祭
見
学

　

百
済
は
Ｂ
Ｃ
18
年
〜
Ａ
Ｄ
６
６
０
年
ま
で

続
い
た
古
代
国
家
。
多
く
の
周
辺
国
と
交
流

を
続
け
、
独
創
的
な
文
化
を
築
き
あ
げ
た
。

◦
百
済
文
化
祭
は
、
百
済
大
祭
と
い
う
名
称

で
、
百
済
末
期
の
三
忠
臣
を
追
悼
す
る
「
三

忠
祭
」
と
白
馬
江（
ペ
ン
マ
ガ
ン
）、
錦
江

（
ク
ム
ガ
ン
）の
川
辺
で
百
済
の
女
性
た
ち

の
魂
を
慰
労
す
る
「
水
陸
斎
」
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
韓
国
の
代
表
的
な

歴
史
文
化
観
光
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
お

り
、
昨
年
か
ら
公
州
市
出
身
の
ジ
ェ
ジ
ュ

ン
を
広
報
大
使
に
迎
え
、
祭
り
期
間
の
集

客
を
１
５
０
万
人
と
見
込
み
、
開
催
さ
れ

て
い
る
。

◦
麻
谷
寺

　

百
済
時
代
に
建
て
ら
れ
た
寺
で
新
緑
が
美

し
い
こ
と
が
有
名
。

◦
宋
山
里
古
墳
群

　

宋
山
里
で
発
掘
さ
れ
た
百
済
25
代
王
の
墓
。

レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
る
中
国
墓
制
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
武
寧
王
陵
は
百
済
の
建

築
技
術
の
水
準
を
表
す
遺
跡
で
、
日
本
の

コ
ウ
ヤ
マ
キ
で
作
ら
れ
た
王
と
王
妃
の
棺

か
ら
、
百
済
が
周
辺
の
諸
国
と
活
発
に
交

流
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

◦
国
立
公
州
博
物
館

　

宋
山
里
古
墳
群
か
ら
発
掘
さ
れ
た
武
寧
王

陵
の
遺
物
他
４
万
点
余
り
の
文
化
財
を
保

管
・
展
示
し
て
い
る
。
博
物
館
の
入
り
口

に
は
武
寧
王
の
胸
像
が
あ
り
、
展
示
室
に

内
部
と
木
棺
を
復
元
し
て
あ
る
。

◦
公
山
城

　

百
済
時
代
の
代
表
的
な
城
郭
。
熊
津
百
済

を
支
え
た
王
城
。

　

こ
の
日
の
夕
食
会
は
、
パ
ク
・
ビ
ョ
ン
・
ス

議
長
を
は
じ
め
、
他
11
名
の
議
員
の
方
々
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

※
大
半
の
出
席
者
は
、
初
の
研
修
で
あ
り
、

熱
烈
な
歓
迎
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

私
ど
も
の
古
墳
、
歴
史
と
共
通
し
て
い
る

部
分
が
多
く
、
特
に
親
し
み
を
感
じ
た
。

９
月
21
日（
３
日
目
）

仁
川
空
港
→
福
岡
空
港
→
和
水
町

総
務
文
教
常
任
副
委
員
長
　
竹
下
　
周
三

公
州（
コ
ン
ジ
ュ
）市
研
修

姉
妹
都
市
視
察
研
修
報
告

公州市歓迎式

荒木　宏太議員

白木　淳議員



問
地
域
公
共
交
通
「
あ
い
の
り
く
ん
」

の
充
実
に
つ
い
て
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
２
つ

の
点
で
充
実
を
図
っ
た
。
第
１
点
目
は
、

運
行
時
間
を
拡
大
し
た
。
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
運
行
と
し
た
。

第
２
点
目
は
、
乗
降
拠
点
を
10
カ
所
追

加
し
た
。
金
融
機
関
、
医
療
機
関
、
商

店
を
追
加
し
た
。
い
ず
れ
も
10
月
１
日

か
ら
実
施
す
る
。

問
金
栗
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
生
家
記
念

館
の
棲
み
分
け
は
、
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
。

答
（
町
長
）
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
道
程
、
そ
の
後
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
功
績
と
箱
根
駅
伝
な

ど
の
顕
彰
展
示
を
行
い
、
金
栗
翁
の
功

績
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
展
示
す
る
。
ま

た
生
家
記
念
館
は
、
幼
少
期
に
特
化
し

た
展
示
を
行
う
。

問
金
栗
翁
の
生
家
に
マ
ラ
ソ
ン
の
聖

地
と
し
て
「
黎
明
の
鐘
」
と
「
金
栗
翁

の
銅
像
」
の
設
置
を
提
案
す
る
。
ど
う

考
え
る
か
。

答
（
町
長
）
金
栗
翁
を
慕
っ
て
、
本

町
を
訪
れ
る
ラ
ン
ナ
ー
が
増
え
る
と
思

う
。
議
員
の
提
案
は
検
討
に
値
す
る
と

考
え
る
。

問
西
光
寺
中
林
線
の
工
事
完
了
の
時

期
と
通
行
止
め
区
間
の
復
旧
時
期
は
。

答
（
建
設
課
長
）
事
業
完
了
予
定
は
、

平
成
32
年
度
後
半
の
見
込
み
で
あ
る
。

通
行
止
区
間
は
、
10
月
ま
で
を
目
途
に

片
側
交
互
通
行
が
で
き
る
よ
う
に
工
事

を
進
め
て
い
る
。

問
慢
性
化
し
た
赤
字
体
質
の
町
立
病

院
の
経
営
改
善
は
急
務
で
あ
る
が
、
町

長
自
身
が
将
来
を
見
据
え
た
具
体
的
な

経
営
指
針
を
示
す
時
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
も
っ
て
推
進
さ
れ
る

の
か
。

答
（
町
長
）
こ
の
４
年
間
で
高
齢
者

の
医
療
、
福
祉
施
設
の
整
備
と
充
実
を

図
り
た
い
。
今
後
ど
う
維
持
し
て
い
く
か
、

そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
思
う
。

問
い
つ
ま
で
指
針
を
示
す
の
か
が
重

要
で
、
ま
ず
町
長
と
し
て
自
ら
思
い
描

く
方
向
性
と
具
体
的
で
明
確
な
目
標
を

掲
げ
る
べ
き
だ
。
や
り
遂
げ
る
時
期
を

明
言
し
、
取
り
か
か
ら
な
い
と
先
送
り

に
な
る
。
経
営
不
振
の
状
態
を
い
つ
ま

で
続
け
て
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）
４
年
の
中
で
や
れ
る
か

ど
う
か
、
厳
し
い
が
全
力
で
取
り
組
む
。

い
つ
ま
で
に
と
言
え
る
状
況
で
は
な
い
の

で
ご
理
解
を
。

問
江
田
四
つ
角
の
県
道
交
差
点
周
辺

の
街
路
灯
は
老
朽
化
に
伴
い
安
全
が
確

保
で
き
な
い
理
由
で
、
す
べ
て
を
撤
去

し
街
路
灯
維
持
組
合
も
解
散
す
る
と
の

決
定
に
つ
い
て
町
長
の
認
識
と
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）
撤
去
と
な
れ
ば
防
犯
、

景
観
、
夜
の
安
全
面
で
支
障
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
９
月
６
日
に
３
行
政
区
の

区
長
と
商
工
会
よ
り
町
有
街
路
灯
新
設

の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

問
街
路
灯
の
建
替
は
行
政
区
レ
ベ
ル

で
対
応
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、
町
の

中
心
地
と
し
て
の
概
念
を
も
っ
て
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
観
光
事
業
の
一

環
と
し
て
も
取
り
組
む
べ
き
施
策
だ
と

思
う
。
要
望
書
の
内
容
も
防
犯
を
兼
ね

た
今
と
同
レ
ベ
ル
の
物
を
町
有
街
路
灯

と
し
て
こ
れ
か
ら
は
町
で
の
設
置
、
運

営
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
が
そ
の
回
答
は
。

答
（
町
長
）
今
、
町
内
で
整
備
し
て

い
る
防
犯
灯
の
設
置
が
基
本
と
な
る
が
、

特
別
な
対
応
に
は
条
例
も
必
要
だ
し
今

の
段
階
で
は
Ｎ
Ｏ
だ
。
た
だ
、
要
望
書

の
と
お
り
な
ら
新
た
な
検
討
が
必
要
だ
。

要
望
書
を
重
く
受
け
止
め
対
応
す
る
。

問
町
と
区
長
会
が
取
り
組
ん
で
い
る

行
政
区
の
再
編
に
つ
い
て
進
展
状
況
は
。

答
（
町
長
）
平
成
29
年
９
月
に
区
長

に
依
頼
し
た
地
区
の
状
況
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
尊
重
し
、

す
べ
て
の
区
を
一
斉
に
再
編
す
る
の
で
は

な
く
、
行
政
区
の
運
営
に
困
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
段
階
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

問
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
さ
ら
に
進

ん
で
い
く
な
か
で
和
水
町
の
生
き
残
る

方
策
と
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築

（
案
）
が
必
要
と
思
う
が
。
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具
体
的
な
委
員
会

設
置
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構

築
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。

答
（
総
務
課
長
）
委
員
会
設
置
は
ま

だ
で
き
て
い
な
い
が
、
機
会
あ
る
ご
と

に
区
長
会
に
お
い
て
も
周
知
説
明
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
10
月
の
区
長
会
研

修
に
お
い
て
も
視
察
等
を
計
画
し
て
い
る
。

問
住
民
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
変
化
し

て
い
く
な
か
で
、
行
政
と
し
て
の
対
応

は
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
と
し
て
は
本
町
が
担
う
べ
き
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
住
民
と
行
政
の
共

同
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

問
幼
児
英
語
教
育
の
導
入
実
践
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）
時
代
の
流
れ
を
考
え
る

時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
見
据
え
た
語
学

力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
間
関
係
や

表
現
を
身
に
つ
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
行
く

こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

問
主
要
地
方
道
と
一
般
県
道
の
違
い

は
、
何
が
一
番
違
う
か
ご
存
知
か
。

答
（
町
長
）
道
路
の
幅
、
そ
の
地
域

に
お
け
る
重
要
性
、
基
幹
的
な
差
で
は
。

問
そ
れ
も
要
件
の
中
に
含
ま
れ
る
が
、

県
道
は
、
市
又
は
５
０
０
０
人
以
上
の

町
村
を
結
ぶ
道
路
、
主
要
地
方
道
と
一

般
県
道
の
一
番
の
違
い
は
、
主
要
地
方

道
は
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
、
町
長
は
、

選
挙
公
約
に
県
道
の
整
備
を
載
せ
て
い

る
が
、
出
来
な
い
こ
と
を
公
約
に
挙
げ

る
の
は
、
貼
り
付
け
膏
薬
と
一
緒
で
、

公
約
は
出
来
る
こ
と
を
挙
げ
る
の
が
公

約
だ
。
県
道
和
仁
菊
水
線
、
合
併
に
よ

り
県
道
指
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
。
以
前
こ
の
場
で
申
し
上
げ
た
が
用

木
か
ら
高
野
ま
で
、
そ
れ
か
ら
荒
尾
か

ら
来
て
い
る
高
規
格
農
道
に
直
結
し
、

将
来
に
亘
っ
て
の
管
理
維
持
費
等
で
、

今
、
道
路
改
修
中
の
江
田
高
野
線
を
、

和
仁
菊
水
線
に
変
更
し
て
は
と
提
案
し

た
が
、
町
長
と
し
て
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

答
（
町
長
）
し
っ
か
り
そ
の
へ
ん
も

把
握
し
、
し
っ
か
り
対
応
す
べ
き
と
思
う
。

問
立
花
矢
部
谷
ト
ン
ネ
ル
早
期
実
現

に
向
け
た
啓
発
看
板
が
立
っ
て
数
年
経

過
し
て
い
る
が
、
ど
の
様
な
考
え
の
も

と
推
進
さ
れ
る
の
か
。

答
（
町
長
）
こ
の
路
線
は
非
常
に
大

事
な
路
線
。
地
元
の
皆
さ
ん
方
の
熱
意

も
必
要
。
ま
ず
、
地
元
の
区
長
さ
ん
方

を
中
心
に
、
し
っ
か
り
と
体
制
を
整
え

て
い
た
だ
き
、
町
、
議
会
、
地
元
の
方
々

一
丸
と
な
り
、
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

問
啓
発
看
板
を
立
て
数
年
経
っ
て
い

る
。
地
元
の
熱
意
も
必
要
だ
か
ら
、
期

成
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
町
か
ら

お
願
い
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
い
ま
言
わ
れ
た
こ
と
は

非
常
に
大
事
な
こ
と
、
地
元
区
長
さ
ん

に
し
っ
か
り
と
働
き
か
け
、
議
会
と
と

も
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
参
り
た
い
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

ラ
ン
ナ
ー
の
聖
地
に
ふ
さ
わ
し
く

金
栗
四
三
翁
の
生
家
に

黎
明
の
鐘
と
銅
像
の
設
置
を

町
民
の
将
来
を
見
据
え
た

施
策
を

ま
ち
づ
く
り
推
進
対
策
の

行
政
区
の
再
編
問
題
に
つ
い
て

町
、議
会
、地
元
と
一
丸
と
な
り
、

早
期
実
現
に
向
け

運
動
を
展
開
と
明
言
!!

森　潤一郎議員池田龍之介議員

秋丸　要一議員髙木洋一郎議員



問
倒
壊
寸
前
の
特
定
空
家
等
に
対
す

る
対
策
の
進
展
状
況
は
。

答
（
税
務
住
民
課
長
）
12
月
議
会
に

空
家
対
策
条
例
案
を
上
程
予
定
。

問
町
有
地
の
現
状
と
利
活
用
、
定
住

化
促
進
策
の
進
展
状
況
は
。

答
（
町
長
）
人
口
減
少
の
対
応
と
し

て
最
優
先
課
題
。
遊
休
化
し
て
い
る
町

有
地
を
、
早
急
に
調
査
整
理
す
る
よ
う

に
指
示
を
し
て
い
る
。

問
特
老
き
く
す
い
荘
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
経
営
・
施
設
整

備
の
方
向
性
は
。

答
（
町
長
）
町
に
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
福
祉
施
設
。
築
46
年
、
耐
震
化
を

図
る
必
要
も
あ
る
。
介
護
保
険
へ
の
影

響
等
も
検
討
し
方
向
性
を
決
め
て
い
き

た
い
。

問
き
く
す
い
荘
は
町
民
の
命
を
お
預

か
り
し
て
い
る
。
地
震
に
よ
る
倒
壊
の

恐
れ
は
。

答
（
施
設
長
）
平
成
27
年
に
耐
震
診

断
を
行
っ
た
。
壁
に
亀
裂
が
生
じ
て
い

る
が
、
直
ち
に
壊
れ
る
こ
と
は
な
い
も

の
の
、
熊
本
地
震
を
受
け
て
、
耐
震
性

能
は
低
下
し
て
い
る
。

問
菊
水
地
区
小
学
校
統
廃
合
後
、
南

小
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
小
学
校
跡
地

の
利
活
用
は
。

答
（
町
長
）
こ
の
秋
に
学
校
跡
地
等

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
地
域
住

民
の
皆
様
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て
い
く

こ
と
が
基
本
。

問
金
栗
四
三
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
町
民

観
覧
に
対
す
る
方
策
は
。

答
（
町
長
）
目
標
入
場
者
数
12
万
人

を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
。

答
（
商
工
観
光
課
長
）
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
町
民
に
限
り
オ
ー
プ
ン
前
の
事
前

観
覧
を
検
討
中
。
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一般質問

監督　白木　淳

　８月31日に玉名郡町村議会議員研修会が玉東町中央公民館で行われました。

　講師に全国町村議会議長会総務部長の三宅達也氏を迎え、最近の地方議会をめぐる動向や町村議会の抱

える課題について講演いただきました。大変わかりやすく、参加した議員全員が真剣な面持ちで拝聴させ

ていただきました。

　午後からは玉名郡四町による球技大会（ビーチボ

ールバレー）が行われ、私はＢチームの監督として

参加しました。私たちのＢチームは年齢が若い方か

ら選抜していたこともあり、ストレートでコート優

勝することができました。その後、優勝候補の玉東

町Ａチームとの優勝決定戦。１勝１敗の最終セット、

７対２で負けていた時、事務局長がタイムを要求し、

選手みんなを勇気づけました。そこから流れが変わ

り相手チームのミスが連発し、５点差をひっくり返

して勝利しました。それはもう世界バレーのような

盛り上がりで楽しませていただきました。次回も優

勝できるように頑張りたいと思います。

空
家
対
策
・
定
住
化
に
向
け
た
対
策

特
老
き
く
す
い
荘
の
運
営
・
施
設
整
備

菊
水
地
区
小
学
校
統
廃
合
後
の
跡
地
は

　

金
栗
四
三
翁
は
、
第
５
回
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
五
輪（
１
９
１
２
年
）

の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
に
参
加
し
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
競
技
は
７
月
14
日
で
、

北
欧
の
空
は
青
く
、
強
烈
な
光
と

優勝旗を囲む選手たち

走
り
続
け
た
92
年
！

日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父『
金
栗
四
三
』

「

黎

明

の

鐘

Ⅱ

」

玉名郡球技大会優勝

熱
が
降
り
注
い
で
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
27
キ
ロ
付
近
で

コ
ー
ス
を
逸
脱
し
て
、
ペ
ト
レ
家

の
庭
に
迷
い
込
み
意
識
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
熱
中
症
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

マ
ラ
ソ
ン
出
走
者
68
人
の
う
ち
、

ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
い
た
の
は
半
数

の
34
人
。
過
酷
な
条
件
の
レ
ー
ス

だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

ペ
ト
レ
家
の
人
々
は
金
栗
翁
を

介
抱
し
て
意
識
を
取
り
戻
し
た
後
、

宿
舎
ま
で
送
り
届
け
た
そ
う
で
す
。

後
日
、
金
栗
翁
は
ペ
ト
レ
家
に
お

礼
に
訪
れ
、
帰
国
後
も
葉
書
や
手

紙
を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

翌
日
の
金
栗
翁
の
日
記
に
は

「
大
敗
後
の
朝
を
迎
ふ
。
終
生
の

遺
憾
の
こ
と
で
心
う
ず
く
。
余
の

一
生
の
最
大
の
記
念
す
べ
き
日
に

な
り
し
に
。
し
か
れ
ど
も
失
敗
は

成
功
の
基
に
し
て
、
ま
た
他
日
そ

の
恥
を
す
す
ぐ
時
あ
る
べ
く
。
雨

降
っ
て
地
固
ま
る
日
を
待
つ
の
み
。

こ
れ
日
本
人
の
体
力
の
不
足
を
示

し
、
技
の
未
熟
を
示
す
も
の
な
り
。

こ
の
重
責
を
全
う
す
る
こ
と
能
わ

ざ
り
し
は
、
死
し
て
な
お
足
ら
ざ

れ
ど
も
、
死
は
易
く
、
生
は
難
く
、

そ
の
恥
を
す
す
ぐ
た
め
に
、
粉
骨

砕
身
し
て
マ
ラ
ソ
ン
の
技
を
磨
き
、

も
っ
て
皇
国
の
威
を
あ
げ
む
。」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
年
度
の
第
６
回
ベ
ル
リ
ン
大

会
は
第
一
次
世
界
大
戦
で
中
止
と

な
り
、
絶
頂
期
の
金
栗
翁
は
、
涙

を
の
み
ま
す
。
そ
の
後
、
第
７
回

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
、
第
８
回
パ

リ
大
会
に
参
加
す
る
も
の
の
絶
頂

期
を
過
ぎ
た
金
栗
翁
は
好
成
績
を

上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
五
輪
参
加
の
折
に
欧

州
の
ス
ポ
ー
ツ
事
情
を
見
聞
し
て
、

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の

多
く
の
教
訓
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

金
栗
翁
は
マ
ラ
ソ
ン
の
振
興
と

と
も
に
、
女
子
体
育
の
振
興
の
必

要
性
を
痛
感
し
、
女
学
校
で
の
体

育
を
奨
励
す
る
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
振
興
策
と
し
て
金

栗
翁
は
、
長
距
離
選
手
の
数
を
増

や
す
た
め
に
「
駅
伝
」
を
考
案
し

て
い
ま
す
。
１
９
１
７
年
に
は
京

都
か
ら
東
京
ま
で
の
23
区
間
を
日

本
初
の
駅
伝
と
な
る
「
東
海
道
五

十
三
次
駅
伝
競
走
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
長
距
離
走
の
魅
力

を
国
民
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
、

１
９
１
９
年
に
下
関
か
ら
東
京
間

１
２
０
０
㎞
を
秋
葉
祐
之
と
二
人

で
20
日
間
で
走
破
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
翌
年
の
１
９
２
０
年
に

は
「
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

競
走
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
で

は
、
多
く
の
国
民
が
観
戦
す
る
正

月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
箱
根
駅
伝
を
目
指
し
て
和

水
町
の
若
者
が
長
距
離
選
手
を
志

し
ま
し
た
。
三
加
和
中
学
校
は
熊

本
県
代
表
と
し
て
全
国
中
学
駅
伝

大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
更
に

は
豊
後（
駒
澤
大
学
）、
荒
木（
山

梨
学
院
大
学
）、
久
井
原（
国
士
舘

大
学
）、
上
野（
日
本
体
育
大
学
）

の
４
選
手
が
箱
根
駅
伝
で
、
ま
た

他
に
も
多
く
の
若
者
が
陸
上
選
手

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
金
栗
翁

は
和
水
町
の
若
者
の
「
黎
明
の
鐘
」

と
な
っ
た
の
で
す
。
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